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Lynne Engelbert,（ﾘﾝ・ｴﾝｼﾞｪﾙﾊﾞｰﾄ）     

捜索犬スペシャリスト 

408-981-7831 
 
 

Lynne Engelbert 氏の経歴 

・1987－1996 Disaster Assistance & Rescue Team (DART)に所属。 

訓練セクションチーフとして、訓練計画、認定、経費の調整管理 

および地域行政、州政府、連邦当局との調整や災害対応要請の窓口   

を担当する。同時期にサンタ・クララ保安局員や CSST（特別捜索

犬チーム ）の理事会員、科学捜査犬協会員を務める。また国際的

な捜索救助組織である 1SRG（1st Special Response Group）の一

員となる。 

・1996－2008 NASA エイムズ・リサーチ・センターに所属 

プログラムコーディネーターとして活動。 

CAOES（カリフォルニア州危機管理局）の捜索作業部会の議長

（1996－2000）を務め、FEMA（連邦緊急事態管理局）及びカリフ

ォルニア州に登録された災害捜索犬検定官として活動 

また実活動においても CAOES から死体捜索犬チームに認定された

捜索犬ルーシー（1991－2006）や爆発物探知犬デイルと共に数々

の重要な実績を残しました。 

・2006－現在  US&R CA TASK FORCE 3（連邦大規模災害対応チ

ームカリフォルニアタスクフォース３）所属。 

FEMA 及び CALEMA（カリフォルニア州緊急事態管理局）から認

定された特別捜索犬チームとして、現在のパートナー、捜索犬スイ

ープと共に活動。同時に捜索犬とハンドラーの育成トレーナーとし

てアメリカのみならず世界各国で活動。 

 
Lynne and Sweep 

FEMA Certified 

 
 

Professional Memberships and Affiliations:所属団体 

 特別捜索犬チーム(CSST)理事会 

 CA 危機管理局捜索作業部会 （元議長） 

 湾岸地帯テロリズム作業部会(BATWG)、主導機関: FBI and Cal EMA 

 1st Special Response Group (1SRG)  

 カリフォルニア性的暴力捜査協会 

 カリフォルニア州検視協会 

 全米捜索救助協会（前） 

 特別捜索犬チーム、サンタ・クララ保安局  

 科学捜査犬協会 

 緊急事態対応ボランティア－サラトガ市 

 大都市医療作業部会－ サンジョゼ市（計画委員会、専門家） 

 カリフォルニア捜索犬協会 （前） 

 公認緊急事態管理者 (CEM)、国際緊急事態管理者協会 

 認定電気検査技術者、電気検査技術者国際協会（前） 
 

Instructor:インストラクター 
• 自治体職員のための犬咬防止 

• FEMA 特別捜索犬トレーニングコース（主席インストラクター） 

• Light 捜索、救助（近隣住民による備えチームのために開発されたコース） 

• 救助専門家のための家族による備え（救助の専門家とボランティアのために開発されたコース） 

http://www.1srg.org/
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• 犬の汚染除去 （すべての捜索救助犬チームのためのコースの共同開発者） 

•  緊急司令システム 100、200 

• 様々なタイプの犬用ラペリングハーネスの使用 

• 犬のラペリング(US&R and wilderness) 

• テロによる爆破工作への事件対応－アウエアネスレベル 

• 大規模災害時の捜索と調査(US&R)  

• テクニカルサーチ(US&R)   

 
 

Evaluator： 専門家 
• FEMAにおける災害救助犬の主席専門家 (及びチーフ専門家) 

• Human Remains 捜索犬専門家（カリフォルニア州） 

• Historical Human Remains Detection dog evaluator （科学捜査犬協会） 

• 米国捜索救助犬 (SARDUS)の Wilderness and Human Remains Detection evaluator   

• 全米捜索救助協会(NASAR)の Disaster and Human Remains Detection dog evaluator 

 
 

Search & Rescue/Emergency Management, Forensic Investigation Courses & 

Certifications: 関連資格と認定 
• Incident Command System 100, 200, 300, 400, 700 & 800 Level 
• Emergency Medical Technician (current)  
• Low Angle Rope Rescue 
• Rescue Systems I 
• Rough Terrain Rescue 
• First Responder Operational 
• High Angle Rope Rescue 
• Fire Fighter Tactics Level 1&2 
• Technical Search Specialist 
• Type I Canine Search Specialist since Feb. 1997 
• CA OES Certified Cadaver Team since Jan. 1999 (retired canine in 2005) 
• Human Remains Detection Canine Search Team since 2001 (retired canine in 2005) 
• CSTI Disaster Planning, 1990 
• CSTI Earthquake Planning Course, 1990 
• CSTI Multi-hazard Functional Planning, 1991 
• CSTI Aircraft Disaster Seminar, 1992 
• Domestic Preparedness Defense Against Weapons of Mass Destruction Train-the-Trainer courses 

for Responder Awareness, Responder Operations, Technical EMS and Incident Command 
• Swift water Rescue Technician 1, 2000 
• Detection & Recovery of Footwear and Tire Tread Evidence, FBI 2001 
• Bloods Pattern Analysis, FBI 2001 
• First Responder Operational – Nuclear, Biological, Chemical (FRO-NBC) 

 
 

Notable Search and Rescue Responses Include: 代表的な捜索対応実績 
 

2003 スペースシャトルコロンビア号の回収 テキサス州 

2001 9.11 ワールドトレードセンターで多数の実績 ニューヨーク州 

サンタ・クルーズ郡捜査（殺人事件被害者の捜索）カリフォルニア州 

サンタ・クララ郡捜査（殺人事件被害者の捜索）カリフォルニア州 

ロス・ゲート捜査（殺人事件被害者の捜索）カリフォルニア州 

キム事件捜査、ギルロイシティー（殺人事件被害者の捜索）カリフォルニア州 

2000 ルーシー事件捜査 （殺人事件容疑者の捜索）カリフォルニア州 

キム事件捜査、ギルロイシティー（殺人事件被害者の捜索）カリフォルニア州 

 

http://www.fema.gov/emergency/usr/canine.shtm
http://www.sardogsus.org/
http://www.nasar.org/
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科学捜査犬を活用し、古代埋葬地を探し出す試み（サンタ・クララ大学） 

1SRG チームとしてメキシコでの捜索活動 

サン・ベニト郡での飛行機墜落事故の回収 カリフォルニア州 

1999 ルーシー事件捜査（殺人事件容疑者の捜索）カリフォルニア州 

1998 カリフォルニアの洪水災害捜索（OES） 

サンタ・クララ郡の飛行機墜落事故の回収 カリフォルニア州 

サンタ・クルーズ郡殺人現場捜査 カリフォルニア州 

1995 カリフォルニアの洪水災害捜索（OES） 

オクラホマシティービル爆破テロ捜索（US&R TASK FORCE 3）オクラホマ州 

1994 シャスタ山遭難捜索 カリフォルニア州 

1992 オークランドの大火災嵐 

1989 ロマプリータ地震（サンフランシスコ大震災）カリフォルニア州 

 
 

Other Events of Note: その他実績 
2006 DHS（国家安全保障省）の探知犬実現可能性調査 チームの一員としてパートナーの捜索犬

スイープと共に研究参加。調査内容は、「貨物コンテナによる密航者の捜索」でチームは

90％の高得点を出し、捜索犬のこの分野における優位性に大きく貢献する、 

2006 カナダの US&R チーム定期訓練において、捜索犬分野の評価を行い、災害捜索犬ガ

イドラインの第一草案の作成に参画する。 


